
化学品部会 

2014年8月21日 

2014年上期の回顧と下期の展望 
副題： 「～どうなる日伯関係-ビジネス環境改善に向け、いま為すべきこと」  
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化学品部会 会員会社へアンケート実施 

Adeka Brasil Azbil do Brasil 

Daicolor do Brasil  Banco de Tokyo-Mitsubishi UFJ Brasil 

Fertilizantes Mitsui Banco Sumitomo Mitsui Brasileiro 

FUJIFILM do Brasil Bridgestone do Brasil 

Harima do Brasil  Celulose Nipo-Brasileira (Cenibra) 

Hisamitsu Farmacêutica do Brasil    EPCOS do Brasil (TDK) 

Inabata Brasil*                                Idemitsu Lube South America 

Kaneka South America Itochu Brasil 

K-I Chemical do Brasil  JX Nippon Oil & Energy do Brasil 

Kuraray South America Kito do Brasil 

Kurashiki Chemical do Brasil Kyocera do Brasil* 

Kurita do Brasil Marubeni Brasil 

Mitsui Chemicals do Brasil Midori Atlântica Brasil 

Nagase do Brasil Mitsubishi Corporation do Brasil 

Nisso Brasileira Mitsui & Co. (Brasil) 

Otsuka Ind.Prods.Químicos Miura Boiler do Brasil 

Pentel do Brasil Nitto Denko América Latina 

Pilot Pen  do Brasil Okaya do Brasil 

Rhoto do Brasil Sociedade Coml. Toyota Tsusho 

Shiseido do Brasil Sojitz do Brasil 

Sumitomo Chemical do Brasil Sumitomo Corporation do Brasil 

Takasago Fragrâncias e Aromas Toray do Brasil 

Three Bond do Brasil Transportadora Proauto (NKS) 

Toyo Ink Brasil Ueno Profit Assessoria 

UBE Latin America 

Unicharm do Brasil 

会員会社49社 

２7社から３8回答 
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* 新入部会2社 

 



会員企業のブラジル創業年  

3 

1930年代 

 1社 1950年代  

5社 

1970年代  

7社 1980年代 

 1社 

1990年代 

 1社 

2000年代 

 5社 

2010年代  

7社 

1. ブラジル進出が1950年代、1970年代、2000年代、2010年代に集中している。 

2. 2010年以降4年間に7社が進出している。 

 

 

回答27社 



4 

ブラジル国内従業員数 回答27社 
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会
社
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社員数 

1. 従業員数10名以下が7社 

2. 10名から50名が4社 

3. 50名から100名が11社 

4. 100名以上が5社 
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ブラジル国内工場 回答27社 

アマゾナス州 マナウス市 1993 年稼働 
アマゾナス州 マナウス市 2002 年稼働 

ヒオグランデドスル州 Campo Bom市 2007 年稼働 

パラナ州 ポンタグロッサ市 1976 年稼働 

サンパウロ州 ジアデマ市 1975 年稼働 
サンパウロ州 ジアデマ市 1976 年稼働 
サンパウロ州 ソロカバ市 1983 年稼働 
サンパウロ州 マウア市 2002 年稼働 
サンパウロ州 Leme市 2011 年稼働 
サンパウロ州 Salto市 2013 年稼働 
サンパウロ州 サンタナドパルナイバ市 2013 年稼働 
サンパウロ州 ジュンジャイ市 2013 年稼働 

1. 回答27社中、12社がブラジルに工場を有している。 

2. 12社中、8社がサンパウロ州。 

3. 2011年以降4社が新工場を稼働している。 
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主な販売対象 
（販売会社経由を含む） 

製造工場 

（材料用途） 
 27社 

農業畜産漁業従事者 

（農薬、肥料、殺虫

剤、飼料添加物） 

5社 

法人業務用途 

（印刷用、医療用、 

プリント用材料） 

 3社 

一般消費者向 

（医薬品、化粧品、文

房具、接着剤） 

5社 

製造工場での材料用途が三分の二（会社数）を占める。 
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自動車/二輪 

15社 

農業畜産漁業 

 7社 電子機器, 2社 

食品, 3社 

化粧品, 2社 

医療/医薬, 2社 

印刷, 3社 

建築, 2社 

製紙, 2社 その他, 3社 

 
製品が最終的に使われている業界 

 

1. 自動車/二輪業界に関わる企業が最も多い。 

2. 農業畜産漁業関連がそれに次ぐ。 

3. 電子機器業界に関わる企業が少ない。 



2014年上期の回顧と下期の展望 

化学品部会合計 

売上 

利益 

2014年上期 前年比実績 2014年下期 上期比予測 

回答数38 
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増加 

55% 

不変 

14% 

減少 

31% 

増加 

38% 

不変 

19% 

減少 

43% 

増加 

50% 

不変 

36% 

減少 

14% 

増加 

52% 
不変 

38% 

減少 

10% 



2014年上期の回顧と下期の展望 

自動車/二輪業界関連 

売上 

利益 

2014年上期 前年比実績 2014年下期 上期比予測 

回答数15 
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増加 

40% 

不変 

13% 

減少 

47% 

増加 

20% 

不変 

27% 

減少 

53% 

増加 

47% 

不変 

40% 

減少 

13% 

増加 

47% 

不変 

33% 

減少 

20% 



2014年上期の回顧と下期の展望 

農業畜産市場関連 

売上 

利益 

2014年上期 前年比実績 2014年下期 上期比予測 

回答数7 

10 

増加 

57% 

不変 

29% 

減少 

14% 

増加 

57% 
不変 

14% 

減少 

29% 

増加 

57% 
不変 

14% 

減少 

29% 

増加 

29% 

不変 

57% 

減少 

14% 



2014年上期の回顧と下期の展望 

食品業界関連 

売上 

利益 

2014年上期 前年比実績 2014年下期 上期比予測 

回答数3 
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増加 

33% 

不変 

0% 

減少 

67% 

増加 

33% 

不変 

0% 

減少 

67% 

増加 

67% 

不変 

33% 

減少 

0% 

増加 

67% 

不変 

33% 

減少 

0% 



2014年上期の回顧と下期の展望 

化粧品市場関連 

売上 

利益 

2014年上期 前年比実績 2014年下期 上期比予測 

回答数2 
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増加 

100% 
増加 

100% 

増加 

100% 

増加 

100% 



2014年上期の回顧と下期の展望 

医療/医薬市場関連 

売上 

利益 

2014年上期 前年比実績 2014年下期 上期比予測 

回答数2 
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増加 

50% 不変 

50% 

減少 

0% 

増加 

100% 

増加 

100% 

増加 

50% 不変 

50% 

減少 

0% 



2014年上期の回顧と下期の展望 

印刷業界関連 

売上 

利益 

2014年上期 前年比実績 2014年下期 上期比予測 

回答数3 
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増加 

67% 

不変 

0% 

減少 

33% 

増加 

34% 

不変 

33% 

減少 

33% 

増加 

67% 

不変 

33% 

減少 

0% 

増加 

100% 



自動車／二輪業界関連材料 

 
1. 上期は自動車製造に生産調整が入り、一様に材料販売が不振。特に非日系
の自動車会社の状況が悪い。下期は回復を期待。 

2. 上期はワールドカップによる取引先稼働率低下で販売が減少したが、下期は
回復を期待。 

3. 人件費、現地調達材料コスト、各種経費がインフレにより上昇し利益を圧迫。 

4. 中国品含む競合品との価格競争により販売価格が低下し利益を圧迫。 

5. 顧客の支払い遅延多発。 

6. 高金利の負担が経営を圧迫。 

 

2014年上期の回顧と下期の展望 
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農業畜産漁業市場関連製品 

 

1. 大豆など主要農産物市価の高止まりのおかげで生産が増加。 

2. 鶏肉、鶏卵など畜産物市価の高止まり。 

3. 農産物作付面積が増加。 

4. アジアからの安値品輸入が増え、競争が激化。 

5. サトウキビ関連産業は相変わらず低迷が続く。 

6. 干ばつにより作物病害発生が少ない。 
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2014年上期の回顧と下期の展望 



その他業界 
 

1. ワールドカップ期間中の経済活動停滞、工場稼働率ダウンによる減販、
下期回復を期待。 

 

2. 中国製品との競合激化による採算悪化。 

 

3. 金利上昇による経営圧迫。 

 

4. 石化原料の高騰。 

 

5. 原料、光熱費、労働力は毎年上昇するが、競争により販売価格値上げは
難しい。 
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2014年上期の回顧と下期の展望 



どうなる日伯関係 – ビジネス環境改善に向け、いま為すべきこと 

回答：27社 18 
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1. 移転価格税制の負担が大きい。（5社より問題提起あり） 

2. 移転価格税制 技術移転サービスフィーへの課税 

3. 舗装補修工事など道路整備が適切に為されない。 

4. 港湾インフラの充実が必要。特に輸入の際の滞留・遅延が酷い。 

5. 労働者の就業意欲が低い。 

6. 労働力底上げのために教育制度を改革する必要がある。 

7. 様々な登録、認証に費用と時間を要する。 

8. 社内でブラジルに対する期待度が低い。 
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どうなる日伯関係 – ビジネス環境改善に向け、いま為すべきこと 
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ご清聴ありがとうございました。 

化学品部会 


